




















































































回りの回転運動をする。回転する周期は緯度により異なり、両極で 12 時間、緯度 30度で 24時間になる。風向や風速が変
わると海洋では慣性運動が生じ、慣性周期付近（近慣性周期帯）の波が起こされ易い。
日本海では、台風や低気圧の通過に伴い、強い近慣性周期の内部波が発生し、中央海域から低緯度の日本沿岸に向かって
伝播して一部が沿岸に捕捉され、エネルギーを集中させる。この流れは強く、富山湾の能登半島沿岸では最大流速が
1.5ms-1に達することもある。日本海沿岸の富山湾、若狭湾、佐渡島周辺では、沿岸捕捉波と重なって起こることがあり、漁
業被害が続出していた。しかし、近年、日本海沿岸の気象擾乱通過に伴う急潮の力学が解明されてきたことから、対策が急
速に進み、被害が激減している。
　4）内部潮汐による急潮
 潮汐周期の内部波（内部潮汐）は成層が強くなる夏季から初秋に卓越する。海底が急変する海域で外部潮汐（天文潮に由
来する潮汐）からエネルギーを受けて発生する。日本周辺では伊豆海嶺や東シナ海周辺で顕著な内部潮汐が生成される。伝
播過程や湾の構造に依り、波の周期特性が変化し、相模湾では半日周期、駿河湾では日周期が卓越する。一方、駿河湾奥部
の内浦湾では半日周期内部波が内部静振と共振するため流速が増大し、半日周期の内部波による急潮が顕著になる。
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内浦湾では、最大流速は 0.7ms-1 を越えることもあるが、流速は強くなくても、内部波による流れの鉛直構造の変化（鉛
直シア）が急潮を引き起こし、養殖網を流失させる被害が出る。
相模湾では城ケ島沖、江ノ島沖、真鶴沖で半日周期内部潮汐による流れが強化され急潮が起こる。天草諸島、五島列島で
も見られる現象で周期的に起こるため、揚網不能日が大潮の前後で数日続く。
　5）豊後水道の急潮
豊後水道では沖合水と沿岸水の間に顕著な潮汐フロントが形成される。潮汐流が強いために鉛直混合が発達し、沿岸水と
沖合水の間でフロントが維持される。潮汐流が弱まる小潮期に鉛直混合も弱くなり、フロントが消滅し、湾内の表層に沖合
水が進入して短時間で海水交換が起こる。この海域では流れの強さに関係なく沖合暖水の流入を急潮と呼んでいる。
5．おわりに
海洋科学部海洋物理学研究室は、神奈川県水産試験場（現神奈川県水産技術センター）と共に漁業者の協力を得て観測を
進めてきた。さらに、コンピュータによる数値モデル実験を重ね、科学的な視点から現象の実態解明へと進められた。多く
の学生や若い研究者が全力で取り組んだことで、急潮被害は激減し、相模湾では衰退の一途にあった定置網漁業は今、息を
吹き返し、存在感を取り戻している。私たちの仲間の大きな成果である。多くの研究者に感謝申しあげる。本稿では引用文
献を列挙しなかったが多くの研究成果を生みだしたことを記しておく。
云うまでもなく、急潮減災には漁具改良は不可欠である。流れに対する漁具の構造の把握と流れへの対応を成功させた神
奈川県水産技術センター相模湾試験場は沿岸漁業振興に大きく貢献した。
急潮減災は沿岸海洋力学研究の進展の大きな成果である。相模湾の急潮を明らかにすることで 30 年の時を要したが、研
究成果である力学機構の解明は、日本の各海域の急潮の解明に応用できたことは大きな誇りである。
本稿の校閲を賜った東京海洋大学海洋科学部北出裕二郎准教授に厚くお礼を申し上げる。
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